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Ⅲ　定着の規定要因（以下，
本号）

Ⅰ　問題意識と調査の対象 Ⅱ　労働者の特性（以上，前
号）
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インドにおける工場労働者の定着をめぐって (I)

—サラスワティ製糖工場の季節労働者の場合――-
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1 問題意識と調査の対象

II 労働者の特性（以上，前号）

m 定着の規定要因（以下，本号）

IV 結びに代えて

m 定着の規定要因

1. 定着概念と村との結合意識

本稿では， ‘‘commitment"という用語を慣例に

従い「定荒」と訳してきたが（注1)，それは従来の

研究の大半が，晨村から供出された労働力の工業

部門への定着，すなわち安定的な工場労働力の創

出を，マクロ的に捉えてきたことと密接に関連し

ているのである。つまり，本来 “commitment"

という概念には献身ないし能動的な関与という積

極的意味合いもが含まれているが，それをもし単

に労働者の服務状態に関する指標のみをもって捉

えようとすれば，当然それは「定着」というイメー

ジに帰着せざるをえない。しかし ‘‘commitment"

には，同時に工場制度や工場生産に対する積極的

な適応，ないし職務に対する献身といった側面も

含まれており，定着はそれらの結果として観察さ

れる現象にすぎないのである。

したがって換言すればそれはどのようなレベ

ルで定稽を捉えるのか，あるいはまたそれは何に

対する能拗的関与や献身を意味するのか， といっ

た問題にも帰着するのである。事実，産業心理学

『アジア経済』 XXXI-4 (1990. 4) 

や産業社会学での ‘‘commitment" にまつわる問

題関心としては，労働者個人のレベルにおける職

務満足度や工湯制度との関わりにおける個人の近

代性意識などの問題が，その中心的課題なのであ

る。それゆえそうした研究成果をもふまえ，本稿

では工場労働力の定着の問題を単に職務指標（欠

勤率，離識率）のみでは捉えず．同時にその職務満

足度や近代性意識などとも併せ，複合的な視点か

ら検討したいと考える。

なお前節（本誌第31巻第3号）でわれわれは，サ

ラスワティ製糖工場の季節労働者は出稼ぎ意識の

強い，言い換えれば村との結合意識の強い単身移

動型労働者であることを指摘した（注2)。この村と

の結合意識は，当然のことながら工場での労務規

律や職務満足度とも何がしかの関連を持っている

と想定されよう。そこで今，定着の問題に入る前

に，その背兼として，村との高い結合意識は何に

よって規定されているのかについて簡単に言及し

ておく必要があろう。

それは村の持つリスク軽減機能と，それに代る

工場側の提供する生活保障措置との，両面から捉

える必要がある。村落共同体の持つ保険機能につ

いては，数多くの指摘がある。カーたちもまた，

近代的工場労働力の創出には，村落共同体のもっ

生活保障機能が工場または国家の提供する福利厚

生施設や社会保障制度などの労働力保全 (mainte・
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nance)の措置によって代替されることが必要だ

としている（注3)。いまわれわれの場合には，村の

生活保障機能を労働者がどう理解しているかを知

ればよく，そのため村の評価をめぐる質問を幾つ

か用意した[c-3]。

第l1表によれば，季節労働者は総体的に「村」

に対して肯定的な評価を与えているといえよう。

最も低い比率を示した「困ったときには地主が助

けてくれる」というステートメントにすら， 59.5

佐の労働者が肯定的回答を示し，友人や親戚の助

力についても 3分の 2の労働者は肯定的であっ

た。また「村では年をとってからでも仕事があ

る」には68.5i:tが肯定的である。これらの回答か

ら，村における互恵的行為や温情主義的慣行の存

在とそれに起因する労働者の村への結合意識の高

さを窺い知ることができよう。なお村は女性や子

供にも農業労働を中心とする幾ばくかの稼得機会

を提供している（第4表参照）ことはいうまでもな

く，それらは都市ではほとんど期待できないもの

である（注り。その意味で，そうした就業機会もま

た，村叫寺つ生活保障機能の一部とみなしてもよ

いであろう。

他方見方をかえれば，季節労働者が村の生活に

対しかなり肯定的であり，またその結果として挙

家離村による都市への移住傾向がみられないこと

は，工場ないし国家がそうした村の提供する総体

第11表村の評価

村では年をとってからでも仕事がある
困ったときには地主が助けてくれる
困ったときには親戚が助けてくれる
困ったときには友人が助けてくれる
村の人は親切だ

（出所） 面接調査結果票より作成。
（注） 村出身の 112名のみの回答。
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的アメニティを代替するだけの労働力保全措置を

講じていないことを含意しているともいえよう。

すなわち，農村で家族がえる所得やその他の村の

生活保障機能を放棄させてまで季節労働者の都市

への移住を促すほどに十分な賃金や社会的補償，

福利厚生支出を工場側は支払っていないのであ

る。その結果，農村で出生した 115名のうちわ

ずか 3名の家族が，これまで都市（全てヤムナナガ

ル市）へ移住しただけであったのである。

しかし他方ではまた，農村には膨大な過剰人口

が存在し，一般には労働者は雇用されていること

自体を一種の資産とみなしているため（注 5)，離職

の意志は低く，所得選好もかなり強い（注6)。それ

ゆえ以下で検討するように，離職率や欠勤率など

伝統的指標からみた定着度は必ずしも低いとはい

えないのである。それゆえそうした状況下では，

十分な労働力保全措置をとる積極的な理山は工場

側にもまた乏しいといえよう。つまり言い換えれ

ば，村との紐帯と定着の間には，必ずしも従来指

摘されてきたような一義的因果関係が存在すると

はいえないことに留意する必要があるのである。

2. 伝統的指標による定着度

これまで定着度は，主に欠勤率や離職率といっ

た服務に関する客観的指標によって評価されてき

た。なおわれわれの場合，欠勤率については季節

労働者だけに関する資料が入手できなかったの

で，季節労働者が約95も蹂を占める生産部門全体の

数値で代替しよう。いま第12表によれば，操業期

間の11月から 4月までの生産部門の平均欠勤率は

5.9客であり，工場平均の6.7客を下まわっている

ことは注目に値しよう。またこの値はインドの製

造業部門のなかでは決して高い方ではない（注 7)。

つまり村との紐帯をより強く持つ季節労働者のほ

うが，欠勤率の観点からみた定着度は高いのであ
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第12表欠勤率と気温

欠勤率（％） 気温（℃）
月ー......

I 生産部門 工場平均平均気温最高気温

11 I 3. 45 I 5. 63 I 19. 2 
12 4. 17 5. 03 14. 6 ii: 9 
1 I 5. 55 I 5. 78 I 14. 2 

3 
2 6. 30 6. 63 14. ott:  t 

7. 95 I 8. 45 I 18. 5 
4 8. 20 8. 72 27. 6it..； 

（出所） 欠勤率：サラスワティ製糖工場の出勤簿
(1986/87年度）。気温： Goverrunentof Har-
yana, Statistical Abstract of Haryana 1980 

-81,チャンディガル。
（注） 気温は1987年のアンバラ県の数値。

る。

さらに欠勤率の変化に注目すると，操業開始の

11月が最も低く，それ以降徐々に上昇している。

北インドの気侯は 3月初旬までは快適であり，ま

た農閑期でもあるから，この上昇傾向は工場労働

による疲労の蓄積が原因かもしれない。そして 3

月， 4月に欠勤率は最も高くなる。これには 2つ

の理由が考えられよう。 1つにはインドの北西部

は3月末かち酷竹期に入り，最高気温は40~45℃

にまでなるから，廿燕の絞り滓を燃焼させてえら

れる水蒸気を主要エネルギー源とする製糖工場の

労働環境は，この時期に最悪となる。したがって

こうした環境条件の悪化も大きく作用していよ

う。また第2の理由は， 4月がこの地方の主穀

（小麦）の収穫期に当り， 農業労働者に対する

要が高まることである。それゆえこの時期になる

と，工場の仕事の終了後さらに近くの村で農業労

働に従事するというように，生物的限界の 1日16

時間前後働く労働者も少なくない。そのことによ

る疲労は当然欠勤率を高めることになる。また臨

時工にしても， 工場で働くより高い賃金（補助労

働者の日給が18竺であるのに対し，ハリヤーナー州での

小麦の収穫賃金は約25ザ）が得られる農業労働者と

イソドにおける工場労働者の定着をめぐって(Il)

して働くことを選択する。そのため工場は労働力

不足に悩まされ， 労働者を 1日2シフト (16時間）

で働かせ労働力を確保することも稀ではない。こ

の意味では，近在の村との関係が工場への労働供

給を不安定にしているといえよう。しかしながら

こうしたケースは，所得選好の強い労働者が就業

機会に敏感に反応したものであり，その就業機会

がたまたま近在の村にあったにすぎず，いわゆる

出身村との紐帯に起因する労働供給の不安定性と

は別問題である。

次に勤続年数について，勤続年数 (Y)を年齢

(A)に回帰させ，次式をえた。ただし熟練工に

は就学者が多く，就業年が遅れるため，技能階層

ダミー (SD：末熟練工，熟練工の 2階層）を加えてあ

る。

Y=-17.94+0.79A+l.67SD, R呈 0.63

C -8. 18) (13. 27)** (2. 69)** 

かっこ内は t値。＊＊は 1佐水準で有意なこと

を示す。

なお平均勤続年数は12.4年（標準偏差： 8.7年），

平均年齢は37.0歳（標準偏差： 8.2歳）であり， また

年齢の回帰係数が 1に近いことからも，若年で雇

用された労働者が比較的長期にわたり雇用されて

いることがわかる。したがって正確な離職率の資

料は入手できなかったが，平均勤続年数や労働市

場の状態から類推すれば離職率は 10は以下であ

り，季節労働者の定着度は一般に高いといえよ

う。

さらにこうした比較的低い離職率の背景を探る

意味で，われわれは「将来，息子をこの工場で働

かせたいと思うか？」［d-3]という質問をした。

もとよりそこには，ある程度職務満足度も反映

されていようが（それそのものとはかなり異なること

は，第14表と比較対照せよ），基本的には労働者自身

63 
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の世代閤上昇志向と労働市場の需給状惹に対する

認識の関係が示されているとわれわれは解する。

その結果は，第13表に示されているごとく，非

就学者の72.4はが，また未熟練工の68.4~採が，肯

定的な回答をしている（注8)。つまり非就学者や未

熟練工など，職業選択の幅が狭く就業機会も少な

いグループの人々は，世代間上昇志向の望みを押

しつぶす厳しい労働市場の現実が存在しているこ

とを，正しく認識しているといってよい。そして

こうした背景が，基本的には離職率を押し下げる

鶯きをしていると解されるのである。

なおこれは，先の応募理由の「他に款業機会が

ない」という回答とも完全に整合的である。また

季節労働者の多くが村では零細農または農業労働

者であることを考えれば，サラスワティ製糖工場

での就労はむしろ恵まれているといえよう。その

ことは， 「他の仕事に比ベサラスワティ製糖工場

の仕事をどう評価するか？」［d-2］という質問に

対して，「良い」が18.8告，「まあまあ」が64.8客

と肯定的な回答が 8割以上を占めていることから

も十分に窺われる。

このように，伝統的指標からみた季節労働者の

定着度はかなり高いといえ，最近次第に明らかに

されつつあるインドの常傭労働者を対象とした実

証研究の結果とも整合的である。しかし今ここで

確認された事実の重要性は，そうした事実との共

通性にあるのではなく，むしろ逆に，従来推論的

に指摘されてきた事実を否定していることにある

といえよう。すなわち村との強い紐帯は労働者の

定着度を押し下げるといわれてきたが，われわれ

のとりあげた季節労働者に関するかぎり，そのよ

うな事実は認め難いのである。それというのも，

伝統的指標に基づくいわゆる定着度は，基本的に

は超過供給状態にある労働市湯の市湯条件に支配

64 

第13表将来，息子をサラスワティ製糖工場で
働かせたいと思うか

（％） 

繁笠l羹認濃悶、合計
未熟練エ (76) I 57. 9 I 10. 5 I 31. 6 I 100. o 
疇エ (52) I 40. 4 I 9. 6 I 50. o I 100. o 
平均 50. 8 I 10. 2 I 39. 1 I 100. o 

計|(128) （65) | （13) 1 (50) 

非就学者 58) I 63. s I s. 6 I 21. 6 I 100. o 
麟歴者妙56) 46. 4 10. 7 42. 9 100. o 
高学歴者 (12) 16.7 8.3 75. 0 100.o 
平均 54. 1 I 10. 1 I 35. s I 100. o 

計|(126) | （65) （12) | （49) 
（出所） 第11表と同じ。
（注） かっこ内の数字は人数を示す。

されていると考えられるがゆえ，村との紐帯の強

い季節労働者といえども等しく（あるいはそれ以上

に）その制約を受けざるをえないからである。そ

の結果，従来の推論とは異なり，彼らの定着度は

決して低くはないのである。

3. 定着を支える個人特性

定着の概念が，労働力の質的側面をも含む以

上，市場条件によって規定される服務水準の問題

だけでなく，労働者個人の特性ないし主体的側面

についても吟味せざるをえないと思われる。その

意味で今われわれは，職務への積極的関わりを示

す前提条件ともいうべき職務満足度や近代性意識

の問題にも，たとえ簡単ではあれ，若干触れてお

く必要があろう。なぜならば，工場制度への適応

化や職務への献身など定着の重要な側面は，いう

までもなく労働者自身の意識の問題と切り離すこ

とができないからである。

産業心理学では，必ずしも常に定着という用語

が使われているわけではないが，それに深く関わ

る概念として職務満足度の問題が深く検討されて

きた。古典的研究であるホーソン工場の分析では

職務満足度が生産的労働者をつくりだすことが指
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イソドにおける工場労働者の定着をめぐって(II)

摘されている。またD・シンハ＝U・アガルワル

の研究では職務灌足度が工場環境への高い適応化

(adjustment) を生みだすと結論づけられている

（注9)。さらに I・ムカルジーの場合には職務満足

度と定着がほぼ同一視されている（注10）。しかしホ

ーソン工場の研究以後の流れのなかでは職務満足

度が労鋤生産性には直接は結びつかず， ‘‘morale"

や “jobinvolvement," "job performance"等の

媒介項の必要性が指摘されている（注11)。ただしそ

れぞれの関連については，産業心理学の分野でも

必ずしも確立した見解があるわけではない。われ

われもまた，職務満足度の問題が定着に深く関わ

っていることを認め，質間に若干の関連項目を含

めた。ただここで留意すべき点は，職務満足度の

問題は，通常労働条件や職場の人間関係など直接

職務の遂行に関与する領域を，主たる対象として

いることである。したがって，先にわれわれが触

れた「職を持つこと自体の満足度」などの問題は

当然含まれないこととなり，相互には間接的な関

わりしかないのである。

われわれの場合，職務満足度を構成する因子と

して，（1）仕事の多寡 (2)監視制度，（3）賃金水準，

(4)同僚との関係，ならびに(5)昇進ルールをとりあ

げ，その評価に関する質問[d-1]をした。そし

てそれぞれの回答に得点（満足度に応じ＋1,0, -1) 

を与え，その合計を職務満足度得点（レンジは十5

~-5)として集計した。それを労働者の属性別に

整理したものが第14表である。なおこれらの質問

は簡単にすぎ，職務満足度のごく一部しかカヴァ

ーしていないが，それでも労働者の意識動向は多

少なりとも分かるものとわれわれは考える。

たとえば技能階層別にみると，熟練工のほうが

5叡水準で有意に職務満足度が高い。また教育経

験別にみると，就学者のほうが10似水準で有意に

第14表職務満足得点と近代性得点

職務満足得点

平均 1標準偏差サンプル数 t値

未熟練エ ー 1.14 I 1. 76 
熟練エ ー 0.50 1.89 ;： -1. 99* 
、......．．．.．． ．.． ． ．--• ---....● ●ー・・・・ ・・・・ • --・ - ．．． ・ • -.．．．．・ •ー● ● ● ●ー・・・ヽ•-•ー・・・・

非就学者 一l.20 1.67 59 
就学者 ー o.65 I 1.94 I 69 I -1.nt 

1. 95 
1. 95;： -2.31* 

近代性得点

未熟練工
熟練工
---------------

非就学者
就学者 1 

§:悶
-----------------------

§:悶 1:腐
（出所） 第11表と同じ。
（注） ＊と tは，それぞれ5％と10％水準で有意であ

ることを示す。

9
9
 

5
6
 

0,03 

高い。ただしこの他，カースト，土地所有，農村

ー都市別出身地ならびに熟練工の昇進経験者と未

経験者などについても職務満足度得点を整理した

が，いずれの場合にも有意な差は認められなかっ

た。また勤続年数（および年齢）と職務満足度得点

の間にもまった＜相関関係がなかった（相関係数

は，勤続年数との間では0.11,年齢とは0.06)。すなわ

ち労働者の属性のうち，技能階層だけが職務満足

度に大きく関わっているのである。

労働力の質的側面を考えるとき，職務満足度が

高いほど労働意欲が高く，職務への献身度も高い

ことは十分に予想されることであるが，そうした

職務満足度の背後には，そもそも工場制度や工場

労働に必要とされる心理的な適応化の問題が存在

しているといえよう。本来工場制度は機能的，合

理的なものと考えられるが，そうした組織との心

理面，意識面での整合性，適応性を捉える概念の

1つとして，労働者個人の近代性意識を測定する

手法がある。

この方法は， A ・インケルスと D•H ・スミス

によって開発されたものであるが（注12)，彼らによ

れば， 個人の近代性とは，（農村で社会化された）
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個人が都市の工場やその技術環境に適応するのに

役立つ心構えや伯念の集合からなる心理的概念と

して構築されている。農村の主産業である農業

と，組織化された労働を前提とする工場とにおけ

る労働のあり方，すなわち就労の形態や必要とさ

れる規範等々は相互にその性格を大きく異にして

いる。たとえば，工場では厳格な時間管理が必要

であるのに対し，農村では不定時法的な自然の生

活感銘的時間のとらえ方で十分である。週や休日

の概念もまた同じである。さらに工場労働で必要

とされる緊張感の維持や監督制度の下での労働，

あるいはシステムの一部としての分業や集団共同

作業なども，農作業とは異なる労働の形態であ

る。他方， 村社会では厳しく遵守されるルール

（たとえばインドではカースト的規制など）が， 工場

の労務環境と抵触することもまれではない。そし

てこうした諸事情が「村との紐帯」をより強固な

ものにすることも考えられよう。すなわちこうし

た意味において，個人の近代性意識の概念は，ゃ

はり労働の質や適応化の問題を考えるとき， 「定

着」の問題と深い関わりを持つといわざるをえな

いのである。

インドを主たる対象として，個人の近代性意識

を分析したものに S・シンの研究がある（注13)。彼

の場合には，基準変数としての都市経験の役割に

とくに着目しているが，結果的には工場経験のほ

うが，近代性意識の高揚により大きな関連をもっ

という結論がえられている。なおこうした近代性

意識の測定に関する一連の研究は，一般に膨大な

質問項目を含んでいるが，われわれの場合それが

許されないため，不本意ながらも，いずれの基準

変数にも等しく有意な関係を持つと想定されるこ‘‘

く少数の質問に，限定せざるをえなかった。

すなわち近代性意識の指標をうるため，われわ
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れはインド社会の最も根源的な問題であるカース

ト的規制に限定して，次の 5つの質問を用意した

[E]。つまり個人の近代性意識が高ければ高いほ

ど，（1）カースト制度と抵触する個人としての効験

(efficacy)意識を持ち，（2）かつカースト制度の伝統

的な職業世襲規範を否定して，（3）教育の意義や役

割を評価するであろう。また(4)カースト制度の共

食タブーを排し，（5）カーストと職業の貴賤の対応

関係を否定する（「けがれた」職業とされる掃除人の仕

事に関連）ことが想定されている。しかもここにあ

げた内容は，いずれも伝統的規範としてのカース

ト制度の評価のみならず，工場の効率的運営その

ものの問題にも直接関わってくる事態を含むもの

である。そしてわれわれは，職務満足度得点の場

合と同様，近代性に応じて得点を与え，その合計

を近代性得点（レンジは十5~-5)として求めた。

したがって得点が高いほど，機能的，合理的であ

るべき工場制度への適応化度が高いことが含意さ

れている。

その結果技能階層に関しては，平均値の差の検

定により，熟練工のほうが 5古水準で有意に高い

近代性得点をもつことが明らかにされている（第

14表参照）。しかし他の属性に関しては，何ら

な差は認められなかった（第5図）。特に，個人の

近代性意識に対する教育の効果が認められなかっ

たことは，注目に値しよう。さらにまた勤続年数

（および年齢）と近代性得点との間にも，まった＜

相関関係はなかったのである（相関係数は，勤続年数

との間ではー0.05，年齢とは一0.06)。 すなわち， エ
場経験が長くなるほど近代性意識も高まるという

関係は，われわれの場合には認められなかった。

言い換えれば，この季節労働者のケースに関する

限り，「工場は近代化の学校」たりえていないの

である（注14)。
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第5図 近代性得点・職務満足度得点と
労働者の属性の関係

三＿＿―-三

.: ／,＼.,.. / t I カースト 1 * ‘‘‘ヽ

土地所有

出身地
三 口

（注） （1) *, tはそれぞれ5%, 10％水準で有意な
ことを示す (t検定）。

(2) 労働者の属性間の関係は，第 4図も参照のこ
と。

なお職務満足度得点と近代性得点との間にも相

関関係が認められなかったことは，やはり注目に

値しよう。しかし直接の相関関係はなくとも，そ

の各々は技能階府と有意な関係にあり， したがっ

てそれら 2つの変数は，併せて熟練ー末熟錬の判

別をするのに十分有意な変数となっていることに

留意しておく必要がある（注15)。そこで次に，そう

した変数間の構造が意味しているところのものを

検討しよう。

4. 媒介要因としての技能階層とその含意

その場合われわれはまず，技能階層の差がなぜ

職務満足度や個人の近代性意識度と有意な関係を

有しているのかを，問うことから始めなければな

らないであろう。職務満足度についての 5つの質

問に関して，監視を除く他の 4つの項目で，熟練

工の方が明らかに高い満足度を示している。この

うちいま給与を例にとり，熟練工であることの有

利性を説明しておこう。給与は月給制であり，技

能階層に応じ，第2回糖業中央賃金委員会の勧告

に従い，第15表のように定められている。また，

きわめて大きな比重を占める消費者物価にスライ

ドした物価手当て (dearnessallowance)が，別途

イソドにおける工場労働者の定着をめぐって(II)

第15表賃金表 (1987年10月改定）
（単位：ルピー）

.. 
I 
1 昇給（就業後）

技能階層 I基本給 調整手当
I毎年

9年後か
ら毎年

末熟練エ 340 I 603. go I 1 I 2 
半熟練エ 348 1 605.90 1 2 1 3 
熟練エA I 355 I 607.90 i 

悶腿 翌悶塁 I ] も
L.___1...... ______L_______l.... _ 

（出所） 聞取調査に某づき作成。
（注） これに臨時手当が月45ルピー加わる。したが

って未熟練エとして就業した場合の初任給は，月
988.9ルビー (3'10+603.9+45)となる。なお， l 

ルヒ°ーは1988年1月当時約10円である。
* 5年後からの昇給を示す。

支払われている。なお給与額には技能階層による

差はあるが，常傭労働者と季節労働者の区別はな

い。しかもその技能階層別差額は月 10竺程度，す

なわち月給額の約 1f界の差でしかない。また勤続

年数に基づいた昇給も一応はあるが，昇給率は未

熟練工で給与の0.2睾程度，熟練工でも0.5似程度

とごくわずかでしかない。したがってこの限りで

は，昇進や昇給は，必ずしも労働者の定着ならび

に熟練工への昇進を促す十分な誘因とはなってい

ないのである。

ところで糖業中央賃金委員会は，オフ・シーズ

ンにも季節労働者に， 維持手当て (maintenance

allowance)を支払うことを勧告しており，ハリヤ

ーナーナト1（州によって支払い率は異なる）の場合，熟

練工には給与の 50id,j:（半熟練工には25似）， 末熟練

工には10古の維持手当てが支払われている。すな

わち月25日の就労と仮定すれば，維持手当ては平

均して，末熟練工で 1日4竺， 熟練工で20/（半

熟練工で10'.':")にもなり，オフ・シーズンに農業労

働者として働く者にとっては，決して小さい額で

はない。それゆえこうした熟練工に対する高い維

持手当ての支払いは，職務満足度を高める強い要

因になっていると考えられるのである。
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そのほか労働者は，幾つかの非金銭的便益をも

享受している。そのうち特に重要なものは社宅の

供与であろう。近郊労鋤者の86.1告はヤムナナガ

ル市またはその周辺の村から， 目転車を主たる交

通手段として通勤している［ a-4]。それに対し遠

隔地出身者には，一応仕宅が用意されている。しか

し，われわれのサンプルのうちで自宅通勤でない

57名についていえば， 社宅居住者は27名 (47.4似）

にすぎず， 残りはヤムナナガル市内に月額 100戸

ほどの部屋を借りている（第16表）3 もっとも社宅

にしろ下宿にせよ，同郷の者たちと同居するのが

こく一般的である。社宅も，通常それを与えられ

た労働者が，月 2~3ごほど徴収して同じく同郷

の者と 5~6人で住んでいる。 A氏によれば，社

宅の供与は年功，仕事の内容そして忠誠心で判断

されるとのことであるが，結呆的には技能階層と

の関連が強いようである。すなわち自宅通勤して

いない者のうち，社宅に住む者（又借りも含む）の

比率は，未熟練工では33.3富にすぎないのに対

し，熟練工では83.3f界にも及ぶ。いま社宅の家賃

がわずか月 7三であることを考えれば，アメニテ

ィの点でも技能階層の裔い労働者のほうが恵まれ

ている。このこともまた，熟練工の職務満足度を

高める 1つの要因となっていよう。以上のような

事情を鑑みる時，未熟練工に比べ熟練工の労働条

件は比較的良好であるといえよう。そしてそのこ

と日体が，また熟練工の職務満足度を高めている

第16表住居形態 （％） 

社宅下宿 I自宅 I合計

未郭練エ (76) I 1--1. 5 I 2s. 9 I 56. 6 I 100. o 
熟藷エ CMS I 35. 2 I 9. 3 I 55. 6 I ioo. o 
平 均 23. 1 I 20. s I 56. 2 I 100. o 

計 (130)| （30) （27) | （73) | 
（出所） 第11表と同じ。
（注） かっこ内の数字は人数を示す。
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ともいえるのである。

次に，個人の近代性意識と技能階層との関連に

ついて検討しよう。近代性に関わる 5つの質問全

てについて，熟練工の得点の方が高くなってい

る。確かに，熟練工には就学経験者が多く含まれ

ているが，教育はすでに考察したように，カース

トに関わるインドの伝統的価値体系を突き崩すカ

を持っていない。したがってむしろ，熟練工であ

ること自体が近代性を高めていると考えられるの

である。

サラスワティ製糖工場の労働者名簿では，未熟

練工の職種欄のほとんどはクーリーと記されてい

る。これは機械操作に関わる技能を必要としない

職稲である。それに対し熟練工の多くは何らかの

形で機械操作に携わるとともに，少なくとも多少

なりとも，彼らにはより大きな責任と裁量権が与

えられている。したがって機械操作に自律的判断

が要請される一方，工場という 1つの制御システ

ムのなかで，種々の状況変化に合理的な適応が求

められたり，あるいはその組織の人間関係のなか

で，熟練工であるという誇りと責任に応じた判断

や行動が要求されることが多いといわねばなるま

い。その結果，技術的合理性を身につけ，また環

境を合理的に理解するという思考様式が育成され

る。このことが，熟練工をしてより高い近代性意

識を持たしめていると，われわれは考えざるをえ

ないのである。

技術的合理性は，機械を効率的に使用しようと

するいかなる工場でも不可欠なものである。同時

にまた効率的生産のためには， さらに合理的な労

務管理を中心とする近代的経営が必要不可欠とな

る（注16)。つまり近代的労務管理が確立されて初め

て，生産性の高い規律ある労働者すなわち近代的

工場労働者の形成が可能となるのである。言い換
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えれば，十分な合理性を持つ組織や制度が前提と

されるならば，インケルスたちの主張するよう

に，そこでの経験が労働者の近代性を高める結果

になるかもしれない。つまりインケルスたちのt

張は，工場や教育それ自体がすでに近代的な糾織

•制度であるという前提にたっているのに対し、

われわれのポ例は，そうした前提にも 1つの疑間

を呈する結果になっているともいえよう。

また見方を変えれば，サラスワティ製糖工場で

職務満足度と個人の近代性意識との間に，何の

関閃係も認められないということは，丁場組織の

近代性t［いしはその労務狩理システムの在り方に

も，疑問を投げかけるものでもあるかもしれな

い。労務管狸については十分な情報を得るごとが

できなかったが，それでも次の事実は示唆的であ

る。成文化された規則ではないことを前置きし

て， A氏は「同一家族からは 1人しか採用せず，

また 1つの村からも多数の労働者を採用すること

は，原則的に差し控えている」ことを明言してい

る。さらに同じ持ち場には，同一村出身者を複数

名配置することも極力避けているとのことであ

る。事実面接した労働者の中には，家族の者がこ

の工場で働いていることを工場側に知られ，解雇

されたことと訴えるものも数名いた。

このように同じ家族や村の出身者といった第 1

次集団が，職場に持ち込まれることを極力阻止し

ょうとしていることは， A氏によれば，何か不都

合が生じたときに，労働者の不満が第 1次集団を

通じて拡大するのを防ぐためであるとのことであ

る。言い換えればそのことは，工場の労務組織と

いう第 2次集団 (secondarygroup) が第 1次集団

を制御できず，十分機能的に組織化されていない

ことを物諾っているのである。また監視が重要と

なる重労働の仕事は下請けにだすという経営方針

イソドにおける工場労働者の定着をめぐって(II)

からも，そのことは窺い知ることができよう。こ

うした傍証からも知られるように，サフスワティ

製糖工場において，労働者を効率的に糾織化し生

産性の高い近代的工場労働者として育成するため

の労務管理は，ほとんどなされていないといって

もよいのである。その結果， t場糾織は十分な合

理性・機能性に欠けるため， ・じ場経験そのものは

必ずしも近代性を商めることにはならず，工場の

属性としての技能階層のみが近代性意識や職務瀾

足度と連間を有する関係となっているのである。

工場組織が十分に機能的でiまない，すなわち労

務管理に経営者が必ずしも熱心ではないことは次

のようにも解釈されよう。十分厳格な合理的労務

管理は，労働者を定着させ且つさらに組織化し生

産性の高い近代的工場労働者を育成する目的を持

つ。しかしすでにも指摘したごとく，サラスワテ

ィ製糖工場は供給側の事情により，定着度の耗い

労働者をほとんど困難なく雇用できるのである 3

それゆえ労務管理の第一義的H的ぱ， ここでは失

われている。したがって経営者は，労務管剌には

必ずしも積極的ではないともいえる。このように

捉えると，一見怠漫にもみえるこのエ男の労務管

理政策も，それなりの合理性に悲ついているとも

若えられるのである。

以上のような考察から， インドの上場では労働

者個人の社会意識や心理により）ゞきな影響を与え

るものは，工場制度一般や上場組織そのものでは

なく，むしろその一部たる技能階層に他ならない

ということの意味が多少なりとも明らかになった

ものと思われる。あるいはそれはさらにいえば，

個別的な労働条件や技術的合理性など，熟練・末熟

練を識別・層別化する要因であるといってよい。

したがって，差し当たり労働者の意識面での定着

を促す手段としては，労働条件の改善や OJTな
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どをも含めた技術教育の供与といった方策が指摘

できよう。しかしながらその両者は，いずれも労

務管理政策の主要な一部を占める領域であり，そ

の意味ではその充実には，何よりもまず厳格にし

てかつ合理的な労務管理政策自体の確立が望まれ

るのである。だがそもそも，労働者の募集に何の

困難も感じない労働市場を背長に持つ以上，経営

者側が目発的に労務管理政策の充実を図ることに

は多くを期待できず，事態の改善には多くの時間

を要するものと考えられよう。

（注 l) Myers, C. A., Labor Problems in the 

lndustrialiぇationof India, ケソプリッジ（マサチ

ューヒッツ）， HarvardUniversity Press, 1958年

（隈谷三喜男訳『イ｀ノド産業化の労懺問題』アジア経

済研究所 1961年の訳者あとがき）も参照。

（注 2) マイヤーズによれば，このような労働力は

定義により，部分的定着労働力として捉えられるが，

以下の議論からも分かるように，われわれは定着概念

を，村との結合のみによって捉えることには贅成でき

ない。同上訳書 59ページ。

（注 3) Kerr, C.; J. T. Dunlop; F. H. Har bi-

son; C. A. Myers, Industrialism and Industrial 

Man: The Problems of Labor and 1'vfa,nagement 

in Economic Growth, ケ｀ノプリッジ（マサチュー七

ッツ）， HarvardUniversity Press, 1960（川田寿訳

『イソダストリアリズムー一→二業化における経営者

と労慟ー一ー』東洋経済新報社 1962年 188~190ペー

ジ）。

（注 4) ハリヤーナー州についていうと， 5歳以上

を対象}～したとき，都市部では全労働者に占める女子

の比率は17.7客でしかない。また，男子の有業率が

49. 7叡であるのに対して， 女子では 11.7f位でしかな

い。 Sarvekshana,Government of India, Ministry 

of Planning, Department of Statistics,第 6巻第 1

• 2号， 1982年 7• 10月から算出。女子の就業が社会

的に忌避される所では，挙家離村による農工問労働移

動は，なされにくいといえる。このことは， Boserup,

Ester, iVomen's Role in Econo面 cD詞 opment,

プルックフィールド， Gower,1986年で指摘されてい

る。
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（注5) Lambert, R.D., Workers, Factories, and 

Social Change in India, プリ、ノストン， Princeton

University Press, 1963年。

（注6) たとえば， 「1日8時問の労慟という現状

と， 1日12時問労働で給与が 1.5倍となるのとではど

ちらが良いですか」 [d-6] という質問に対して， 未

熟練工の 47.37客，熟練工の 36.5f位（平鈎43.3も~)が

12時間労働を選択している。

（注 7) Vaid, K. N., Papers on Absenteeism,ニ

ューデリー， AsiaPublishing House, 1976年。

（注 8) 否定的回答をした労働者の多くは，息子を

公務具にしたいと述べている。

（注 9) Sinha, Durganand; Umesh Narain 

Agarwala, "Job Satisfaction and General Adjust-

ment of Indian White-Collar Workers," Indian 

Journal of Industrial Relations,第 6巻第 4号，

1970年。

（注10) Mukherjee, Indrani, Industrial Work-

ers in a D四 eloping Society: A Sociological 

Study, デリー， MittalPublications, 1985年。

（注11) 一連の研究のサーヴェイとしては，西｝ll-

廉『職務満足の心理学的研究』勁草書房 1985年など

を参照されたい。

（注12) Inkels, A. ; D. H. Smith, Becoming 

Modern， ロンドソ， Heineman, 1974年。

（注13) Singh, Shatrughan, Industrialization 

and Attitude Change, バガルプル， Bharat Book 

Depot，出版年不明。

（注14) Inkcls, A., "Understanding and Misun-

derstanding Individual Modernity," Journal of 

Cross-Cultural Psychology,第 8巻第 2号， 1977年。

（注15) 職務満足度得点(JS)と近代性得点(MOD)

により，未熟練エー熟練工の識別は 1古水準で有意に

判別される。その判別関数は，

Y =-0. 98+0. 41 MOD+O. 40 JS, 

F値＝5.39(1客水準で有意）

（注16) 効率的労働力の形成には，経営側の適切な

対応が必要であることについては，たとえば清川雪彦

「イソド製糸業における高格糸生産の可能性と熟練労

働力の育成」 （尾高俎之助編『アジアの熟練一開発

と人材育成一』アジア経済研究所 1989年）などを

参照されたい。
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IV 結びに代えて

以上われわれは，インドの代表的製糖工場の季

節労働者に対する面接調査を通じ，いわゆる工場

労働者の定着問題に関していくつかの新しい知見

をえた。以下それらを簡単に整理するとともに，そ

：：に残されている今後の課題を指摘しておこう。

われわれの対象とした季節労働者の定着度は，

欠勤率や離職率など伝統的な定許指標に依拠する

限り，かなり高いものであるといってもさしつか

えない。したが）てそのことは，従来から主張さ

れてきた定説，すなわち村との強い紐帯が労働力

の定着を妨げるという見解に，大きな疑義を

るものであると判断されよう。

なぜなちば，われわれが対象とした季節労働者

は，オフ・シーズンは村で農業に従事し，生活の

基盤は村にあり，都市への移住を必ずしも希望し

ないという意味で，物理的にもまた精神的にも，

著しく村との結合度の高い労働者であると考えら

れるからである。それゆえ単に村との紐帯が強い

ことだけが定着を阻害する唯一の条件であるとは

およそ考えられないのである。むしろわれわれの

事例は，村との紐帯はその必要条件でもなけれ

ば，十分条件でもないことを意味しているといっ

てよいのである。つまり問題はより複雑で， マ

クロの（労働）市場状況をはじめ，個別企業の労働

条件や労務管理の問題などをも含めたミクロ的側

面，さらには労働者個人の意識面の間題をも含む

主体的側面などから，総合的・多角的に捉えられ

る必要があることが示唆されているのである。

それゆえ逆に，今われわれが面接調査した労働

者の定着度に関する問題もまた，そうした諸側面

から複合的に検討される必要があることを，同時

イソドにおける工場労働者の定着をめぐって(II)

に含邸しているとも判断されよう。そこで以下，

3つの側面に分けて論点を整理しておく。まず，

サラスワティ製糖工場の季節労働者の定着度が高

いのは，基本的に労働市場における膨大な超過供

給の存在が，根底において最も大きく作用してい

るとわれわれは考えている。そのことはわれわれ

の質間票に対する回答にもよく現われていたが，

同時にランバート (R.D. Lambert)をはじめとす

る何人かの研究者によって指摘されてきた，イン

ドでは「被傭は財産である」という考え方によっ

ても（注 l)，それはよく捉えられよう。すなわちそ

うしたマクロ的状況に対する認識の結果，一度獲

得した雇用は決して手放されることがないがゆ

え，たとえ欠勤率は著しく高くとも，離職率だけ

は極度に低くなるのが通例だからである。しかし

ながら，そのことは同時にこうした状況下では，

定着の問題の本質は，必ずしも伝統的な指標のみ

では十分に捉えられないことを顕在化させてもい

るといえるのである。

そこで次に， もう少しミクロ的な側面からも定

着の内容を詰めておく必要があろう。いまサラス

ワティ製糖工場の場合，まず第 1に，工場側が提

供する賃金はヒ，，ハール朴lをはじめとする諸地域の

村落で得られる機会所得に比べ，一般的にかなり

高いものであることが指摘されうる。また第 2に，

その雇用は年々の更新に際して優先的雇用権が与

えられ，実質的にはほとんど永続的雇用に等し

く，しかもオフ・シーズンには一定額の維持手当

が支払われるなど，制度的にも十分な保証があた

えられている。さらに第 3には，製糖労働の最盛

期は基本的には農閑期に該当するがゆえに，村で

の農業活動とも両立可能であることなどの諸条件

が満たされており，それらが労働力の安定化に大

きく寄与していることもまた，看過されてはなる

7I 
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まい。

しかしながら他方において，われわれの見ると

ころ，サラスワティ製糖工場の場合その労務管理

政策が，労働力の定着に寄与していたとはおよそ

考えられないのである。本来なら科学的・合理的

な労務管理政策は生産性の高い規律ある労働力の

育成に大きく与かって余りある。しかしすでに，

指摘したざとく，必ずしも十分に競争的でなく且

つ大鼠の讚在失業をかかえる市場状況から，そう

した労務管理の必要はあまり高くない。それゆえ

企業側は，資質改菩の問題をも含めた労働力の定

着を促すような政策をほとんど採っていないとい

ってよいのである。

また定着を意識面から背後的に支える要因とし

て，労働者個々人の近代性意識や職務満足度の問

題が確認されたが，季節労働者の近代性意識は予

想以上に一般に高く，また職務環境的にも取り立

てて大きな不満はないといえよう。しかしながら

そうした特性が，サラスワティ製糖工場の場合，

必ずしも労働者の “morale"や “motivation"ある

いは工場糾織の機能性などと，十分に結びついて

はいないように思われるのである。

したがって以上の結果を総合すれば，伝統的指

標のみでみる限り，サラスワティ製糖工湯の季節

労働者の定着度はかなり高いと判断される。しか

し，定着に当然含まれる労働力の質的側面をも勘

案するとき，それは相当程度割引いて考える必要

があるといわねばならない。しかもその資めの大

半は，労働市場一般の市場条件によって規定され

る定着度以上に，何の促進策をも施さない企業側

の労務管理政策にあるといってもよいのである。

ただし今回のわれわれの調査では，労働生産性

や労働密度，あるいは労務規律や時間管理などに

ついての十分な調査を行なうことはできなかっ
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た（注2)。したがって今後，定粋の質的側面をより

実態的に明らかにしてゆくうえでは， どうしても

そうした方面の拡充・補足謁査が不可欠になって

くるものと思われる。また近代性意識や職務満足

度の測定に関しても，面接時間の制約により，ご

く少数の象徴的質問のみに限定したため，はなは

だ不十分であり，今後より本格的な分析がなされ

なければならないと考えている。他方，季節労働

者の定着というきわめて興味深い問題が， さらに

深く掘り下げられるには，やはりもっと多くの比

較対照可能な事例が集中的に分析される必要があ

ろう。

しかしながら一方において，われわれの調査は

ごく限られた小さなものではあったが，これまで

の既存の研究に対し，工場制度を無限定に近代的

組織と仮定することへの疑問ゃ，職務満足を定着

と同一視することへの疑義をはじめ，いくつかの

貴重な反例 (counter-example) 的示唆を提起して

いる。また本稼は，教育やカーストなどに関し

て， これまで当然視されてきた連関関係について

も，新たな疑閲を投げかけるための礎石となりう

る小さな一歩を記したといえるのではないかと，

われわれは考えたい。

（注 1) Lambert,前掲書。

（注 2) ただ一般に，多くの過剰労働力を擁し，非

競争的で生産性が低いことの示唆は，清川雪彦・大野

昭彦「インド在来製糖業の技術と薩用吸収力」（山田

三郎綴『アジアの農村工業』アジア経済研究所 1986 

年）などを参照のこと。

（大野：成腐大学助教授）

清川：一橋大学教授

〔付記〕 筆者の 1人は本稿の準備に際して，文部省

特定研究（平成元年度）より助成を受けた。また工場

調査に際しては， Dr.& Mrs. Brij Tankhaより多

大な助力をえたことも記して，謝意を表したい。
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イソドにおける工場労働者の定着をめぐって(II)

補遺

質 問 票（本稿で言及した質問のみに再編，原文は英語とヒンディー語）

A. まずあなた自身とあなたの家族のことについて質問をします。

[ a -1] あなたの年齢は何歳ですか？ ―`---、一歳

[ a -2] どこで生まれましたか？ --- 小11 _- ---—県
（村，町）

[ a-3] あなたの家族はどこに住んでいますか？ 州 県

（村，町）

[ a -4] あなたは現在どんなところに住んでいますか？

i) 工場の社宅

ii) ヤムナナガル市かその近くで部屋を借りている

iii) 自宅

[ a -5] あなたの学歴を教えて下さい。

. 

卒因t-j 中退

家賃 Rs ／月

家賃

[ a-6] あなたのカースト（ジャーティ）を教えて下さい。—----

B. あなたの仕事について教えて下さい。

[ b-1] あなたはこの工場に勤める前に，臨時エまたは請負エとして働いた経験がありますか？

はい（臨時エ，請負エ） いいえ

「臨時工をしていた」場合 何年，臨時工をしていましたか？ 年

[b-2] あなたは何歳のときにサラスワティ工場の正規の労働者になりましたか？

歳

[ b-3] 工場に入ったときのはじめての職種は何でしたか？ ＿ー・---
そのときの技能水準は？ 末熟練［ ］ 半熟練［ ］ 熟練[ J 

[ b-4] この工場で働くことを決めるに当たって，次のことは理由として重要でしたか？

(a) たいへん頂要 (b) 重要 （c) 重要ではない

1 工場に知人がいる

2 季節労働である

3 他に仕事がない

a
 
a
 a 

b

b

b

 

c

c

c

 

[b-5] この工場で働く前は， どのような仕事をしていましたか？

(a) 農業 （b) 農業労働 (c) 無職 (d) その他

[b-6] 今年のオフシーズンに，あなたはどのような仕事をどこでしていましたか？ また，そのときの賃i

金はいくらでしたか？
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仕事 場所 賃金 Rs_

c. （村の出身者に対して）あなたの村について質問します。

[ C -1] あなたの家族は農地を持っていますか？ エーカー

[ c-2] あなたの村での農業賃金を教えて下さい。

米の刈り取り Rs 小麦の刈り取り Rs 除草 Rs

[C-3] 次の点は，あなたにとって村の良いところと思えますか？

1 村では年をとってからでも仕弔がある はい いいえ

2 困ったときには地主が助けてくれる

3 困ったときには親戚が助けてくれる

4 困ったときには友達が助けてくれる

5 村の人は親切だ

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

D. この工場について質間します。

[ d -1] この工場におけるあなたの仕事について質問します。あなたにあてはまるかどうか答えて下さい。

(a) その通りだ (b) どちらかと言えばそうだ （c) そうではない

l 仕事が多すぎる a b 

2 勤勉に働けば昇進できる

3 監督者はとても厳しい

4 私の今の賃金は適切だ

a

a

 
a 

b

b

b

 

c

c

 
c
 5 同僚は協力的でない a b c 

[d-2] この工場の仕事は，他の仕事とくらべてどう評価しますか？

a かなり良い仕事だ b まあまあだ C 良くない

[d-3] 可能なら，将来あなたの息子をこのエ湯で働かせたいと思いますか？

はい いいえ もし息子が望むなら

「いいえ」の場合，その理由は？

[ d-4] 工場で常傭労働者として働くのと， 5エーカーのかなり良い農地をもって農民として働くのとでは

あなたはどちらを選びますか？ またその理由は？

工場 農民

理由

[ d-5] 月給が現在より Rs300少なくなる代わりに，この工場の常傭労働者になれるとします。

どうしますか？

常傭労働者になる ならない

[ d-6] 1日の労働時間が12時間となる代わりに賃金が今の 1.5倍となるのと，現状とではどちらが

よいですか？

12時間 現状

E.次のことについてあなたの意見を聞かせて下さい。

[ e -1] (a) 貧しく低いジャーティの家に生まれた人は，どんなに働いても生活水準は改善することはでき
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インドにおける工場労働者の定着をめぐって(II)

ない， と言う人がいます。これに対して (b)誰であろうと勤勉に働く人は生活が楽になる，と言う人

もいます。あなたは， どちらの意見に賛成ですか？

a b
 

わからない

[ e -2] (11)息子は父親よりももっと良い職に就くべきだ，と考える人がいます。また(b)息子は父親と同じ職

に就くほうが望ましい， と考える人もいます。あなたは， どちらの考えに賛成ですか？

a b わからない

[ e-3] ある貧しい農民に，小学校に通う10歳になるひとり息子がいるとしましょう。息子は中学校に進学

したいと言っています。しかし父親は進学せずに彼の仕事を手伝ってほしいと考えています。さて，

父親はどうすべきでしょうか？

(a) 進学させるべきだ

(b) 父親の仕事を手伝うべきだ

(c) わからない

[ C -4] デリーの近くにある自動車工場では，工場長も労働者も工場の食棠で皆一緒に食事をしています。

このことをあなたはどう思いますか？

(a) 良いことである

(b) ジャーティが異なれば，食事も別々にとるべきだ

(c) わからない

[ e-5] 同じデリーの近くの工場では，労働者が自分で自分の持ち場の掃除やあとかたずけをしています。

そのようなことは，

(a) 自分もしても良いと思う

(b) スイーパーがすべきだ

(c) わからない
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